
参考資料２－２ 

 

県の取組の方向性に係る参考データ 

 

１ タイプ別ＮＰＯ支援、中間支援と専門家の連携 

 ・経営資源の調達パターンのタイプによりＮＰＯの課題や支援ニーズは大きく異なる（仮説） 

 ・ＮＰＯ法人等非営利団体の組織や事業の評価は進んでいない（仮説） 

 

 ■ＮＰＯのタイプ別の課題・支援ニーズの違い（R 元 静岡県「ＮＰＯ法人・一般社団法人調

査」） 
（調査実施中） 

 
■専門家の活用意向と活用状況（R 元 静岡県「ＮＰＯ法人・一般社団法人調査」） 
（調査実施中） 

 

 

２ 「評価」の普及・活用 

 ・受入団体の組織や実施事業の不透明さがボランティア参加や寄附の大きな阻害要因 

 ・ＮＰＯ法人等非営利団体の組織や事業の評価は進んでいない（仮説） 

 

■ボランティア参加、寄附の阻害要因（出典：H28 内閣府「社会貢献実態調査」） 
 

＜ボランティア参加の阻害要因＞            ＜寄附の阻害要因＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■法人が実施する事業の成果に関する評価の実施状況（R 元 静岡県「ＮＰＯ法人・一般社団

法人調査」） 
 
（調査実施中） 



３ 自己実現の訴求、多様な参加チャネルの整備 

 ・ボランティアやＮＰＯ活動、副業等を始める動機として、自己実現が大きなウエイト 
・社会参加と幸福度（自己肯定感、健康）は高い相関関係（仮説） 

 
■ボランティア活動に参加する理由（出典：H28 内閣府「社会貢献実態調査」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■副業する理由（出典：H29 厚生労働省「複数就業者についての実態調査」） 

収入を増やしたい 54.9%
１つの仕事だけで生活できない 41.4%
自分が活躍できる場を広げたい 23.9%
様々な人と繋がりたい 18.0%
時間に余裕がある 16.6%
現在の仕事のスキルアップ 12.8%
借金がある 12.7%
頼まれたから 11.2%
副業の方が好きな仕事 10.8%
本業の仕事の性質上 6.0%
独立したい 6.0%
転職したい 2.9%

副業する理由（複数回答）

 



 
■ＮＰＯ活動をはじめたきっかけ（R 元 静岡県「ＮＰＯ法人・一般社団法人調査」） 
 （調査実施中） 
 
 
■社会参加と健康の関係（出典：「静岡県高齢者コホート調査研究」） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


